
議事録及び会議報告書 

会議名 
辻堂地区防犯協会 

令和８年度 定期総会 
報告者 渡邊 

場 所 
辻堂市民センター 

アトリエ 

日 

時 

２０２６ 年 ５ 月 １４ 日 （木） 

１３：００ ～ １４：５０ 

事務局 横田センター長 〇 増渕主幹 〇 渡邊 〇 入内島 〇   

備 考  

次 第 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 案 

第１号議案 令和７年度事業報告及び決算報告並びに監査報告について 

第２号議案 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

第３号議案 役員変更（案）について 

４ その他 

５ 閉 会 

議事録 

１ 開 会 

・佐藤副会長が司会を務め、開会した。 

 

２ 会長あいさつ 

・橋本会長が会長あいさつを行った。 

・橋本会長あいさつ終了後、辻堂小学校 納富校長、高砂小学校 君嶋教頭より

あいさつをいただいた。 

・横田センター長が事務局の紹介を行った。 

 

〇議長の選任 

・曽我理事が議長に選任された。 

 

３ 議 案 

第１号議案 令和７年度事業報告及び決算報告並びに監査報告について 

・国松理事が令和７年度事業報告について説明を行った。 

・佐々木会計が令和７年度決算報告について説明を行った。 

・岸監事が監査報告を行った。 



【質疑応答】 

 なし 

 

◎第１号議案について、議案書のとおり承認を得た。 

 

第２号議案 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

・国松理事が令和８年度事業計画（案）について説明を行った。 

・佐々木会計が令和８年度予算（案）について説明を行った。 

 

【質疑応答】 

なし 

 

◎第２号議案について、議案書のとおり承認を得た。 

 

第３号議案 役員変更（案）について 

・橋本会長が役員変更（案）について説明を行った。 

 

【質疑応答】 

なし 

 

◎第３号議案について、議案書のとおり承認を得た。 

 

〇議長の解任 

・議案終了後、曽我理事の議長の任を解いた。 

 

４ その他 

・青色回転灯装備車（青色パトロール車）によるパトロール運用体制変更につい

て事務局から説明を行った。 

 

【質疑応答】 

・緊急時対応について、不審者情報だけでなく火事などの場合には、連絡する必

要はあるのか。 

（事務局） 

→今回のパトロールに関しては不審者・交通安全対策で行っている。パトロール

としては対応していないが、火事をはじめ、何か気になる点等ある場合は気軽



に事務局に知らせていただければ、柔軟に対応する。 

 

・青パトの講習について、時間・費用はどれくらいかかるのか。 

（事務局） 

→藤沢警察署の職員による講習となっており、藤沢市役所本庁舎で年１回（例年

６月）実施している。受講料はかからない。時間としては１時間程度。 

→具体的な日時については、例年通りであれば５月中に防犯交通安全課から案内

をいただける 

 

 

・出張防犯パトロールの取材映像を視聴した。 

・事務局から防犯パトロール物品の説明をおこなった。 

→藤沢警察署講話及び防犯交通安全課の説明後、物品希望自治会・町内会へ配布

した。 

 

５ 閉 会 

・曽我理事が閉会のあいさつを行った。 

 

～定期総会の終了（午後２時）～ 

 

◆防犯講話◆ 

藤沢警察署 生活安全課 井上氏より、次のとおり講話をいただいた。 

「藤沢市の犯罪発生状況と特殊詐欺の現状について」 

 ◆藤沢署管内の犯罪発生状況 

 ・令和７年度刑法犯認知件数・・・１４２７件。うち窃盗が１０８９件（７６.

３%）、その中でも自転車の窃盗が４８１件（３３.７%）と圧倒的に多い件数。 

自転車盗の現状として、７割が無施錠となっている。うっかりのかけ忘れ・鍵

の不搭載に注意し、短時間でも確実に鍵をかける・二重ロック等を心掛けてほ

しい。 

・令和８年度（４月末現在）では、４０１件（前年度－４８件）。うち窃盗罪は２

７２件（約６８％）、自転車盗は１０６件（前年度－４３件） 

・警察として２月から駅近くの駐輪場と協力し、盗難対策を目的に無施錠自転車

に盗難防止のタグをつける等の対策を行っている。 

 

◆特殊詐欺について 



・面識のない者に対して電話や SNS を通じて顔を合わせることなく騙し取る詐

欺。藤沢署管内では、令和７年度に５５件。被害額は約２億４０１４万円。神

奈川県内では２４７９件。被害額は約１３５億４１０１万円。令和６年度と比

較すると被害額は倍以上に増加している。 

・令和８年度（４月末現在）では、藤沢署管内で１２件（前年度－６件）。被害

額は約７９８１万円と高いものになっている。１２件のうち１１件がオレオレ

詐欺、預貯金詐欺が１件。神奈川県内で７０６件（前年度－２３件）。被害額

は約４０億４２１１万円。大半は固定電話・携帯電話に電話がかかってくるこ

とが始まりであり、警察官・検察官を騙ったもの、自動音声、国際電話番号の

順で多い。 

・警察官・検察官を騙ったもの・・・偽のコスチュームや逮捕状、警察手帳をビ

デオ通話・SNSで見せる手口が増加している。 

・自動音声・・・通信事業会社を騙るものが多い。固定電話のみならず、携帯電

話にもかかってくるため注意が必要。郵便物を預かっている・・といった手口

も多く、留守電が残っていても折り返さないことが大事である。 

・国際電話番号・・・「+」から始まる見覚えのない番号には要注意。折り返しす

ると高額の通話料金を請求される場合もある。中には下４桁が０１１０のもの

もあるが、国際電話であれば警察とは関係ないので注意してほしい。 

・対策として、留守番電話の設定や迷惑電話防止機器の設置が効果的。国際電話

には国際電話不取扱受付センターやアプリ（配布資料にも掲載）での対策が可

能なので参考にしてほしい。相手と話すと意識しないうちに情報が聞き取られ

てしまうので、会話そのものを避けることが一番である。 

・神奈川県警から、犯罪発生状況や不審者情報等を「かながわポリス」というア

プリで情報発信している。ピーガルくん安全メールや防犯ブザー機能、交通ル

ール等様々な情報がまとめられているので、ぜひ活用してほしい。 

・SNS 型ロマンス詐欺・投資詐欺も多く、藤沢署管内では６件。被害額は約３

９２８万円。神奈川県内では８５１件。被害額は約１４３億９７６３万円と特

殊詐欺を上回る額となっている。 

・詐欺については、まず手口を知ることが大事である。また被害防止のため、金

融機関・コンビニ等では高額な取引がある場合に警察に連絡してもらうよう、

協力しているので、ご理解・ご協力をお願いしたい。 

 

【質疑応答】 

・最近の詐欺について、電子マネーのアプリ決済などで SMS等からのリンクを

クリックすると、即決済画面に飛ばされて高額な決済につながるものがあると



聞いた。そうした巧妙・先進的な詐欺について、どのような点に気を付けるべ

きだろうか。アドバイスがあればお聞きしたい。 

（藤沢警察署 井上氏） 

→自分自身で利用している電子マネーなどの仕組みを理解することが大事だろ

う。すぐに決済画面に飛ぶことに対して怪しいと思ったり、金銭が動くときに

は仕組みや消費生活センターなどを確認してみることが防止の一歩となると

考える。 

 

◆藤沢市の防犯事業◆ 

・防犯交通安全課 倉塚氏より、別冊資料「藤沢市の防犯対策事業について」沿

って説明があった。 

 ◆防犯灯について 

 →ふじさわキュンマップ上で、防犯灯マップを公開しているので、防犯灯の維

持・管理の際に活用いただきたい。 

 ◆防犯カメラについて 

・自治会・町内会での防犯カメラ設置費を一部補助している。対象は特定の場

所に常設される防犯カメラで、公共空間を撮影するもの。移動式や団地内の

通路等は補助外となるため注意。リースの場合は毎年申請が必要となる。 

・今年度から届出から１年で設置が可能になった。２０２６年６月１２日まで

の申請で、２０２７年２月に設置が可能である。（資料９ページ参照） 

→設置条件や提出書類については別冊資料「藤沢市地縁団体による防犯カメラ

の設置等事業の補助制度について」を参照してほしい。今年は制度の移行措

置として、役員会での合意形成を図られていれば、総会資料の提出は後日で

可能になっている。 

・修繕費の補助については、修繕前に申請が必要なので注意してほしい。 

◆迷惑電話防止機能付電話機等購入費補助制度 

・２０２６年８月からスタート予定の事業。２０２６年４月以降に購入したも

のも対象となる。 

・貸し出しの制度（１年間、無料）もあるので、ぜひ活用していただきたい。 

 

【質疑応答】 

なし 

以  上  

 


